
 

 

情報化施工技術の活用モデル工事(草地版 ICT)の実施について 

 

土木技術者や作業員の高齢化、担い手や建設機械の不足など建設業界を取り巻く環境が厳

しさを増す中、令和６年４月からは時間外労働の上限規制が適用され、長時間労働の是正や

休日の確保等が求められております。 

草地整備においては、施工時期の平準化など、施工能力の確保に取り組んでいるところで

すが、さらなる取組の推進のため、建設現場の生産性向上が図られる情報通信技術（ＩＣ

Ｔ）を活用したモデル工事（以下、「草地版ＩＣＴ活用モデル工事」という）を実施しま

す。 

記 

１．対象工事 

（総合）振興局が発注する草地整備工事のうち、「自動操舵システム」を搭載した農用

トラクタを活用する農用地造成工事。 

なお、３次元データやＭＣ/ＭＧなどのＩＣＴ建設機械を活用する工事（層厚調整（起

Ⅱ・造Ⅱ・飼料畑整備）、暗渠排水、管理用道路等）については『「情報化施工技術の活用

モデル工事」の実施について』（令和５年２月３日付け_事調第 1002 号）による。 

 

２．具体的な内容 

①ブームスプレイヤー除草剤散布（A～3030） 

②ロータリーテイラー（直装式）耕起及び砕土（M～1040） 

③ライムソワー土改材散布（M～1050） 

④播種施肥（M～1100） 

 

３．発注方式等 

「草地版ＩＣＴ活用モデル工事」である旨を、入札の公告及び特記仕様書に明示するこ

と。 

発注方式は「受注者希望型」とし、当初設計では、従来施工の積算に基づき工事価格を

算出する。契約後、施工計画書の提出までに受注者から提案があった場合、協議の上、草

地版ＩＣＴ活用モデル工事を実施することができる。 

なお、必要な経費は実績数量がすべて判明した時点で設計変更し計上する。 

 

 

 

 

【入札公告記載例】 「入札に付する事項」 
○ 草地版ＩＣＴ活用モデル工事「受注者希望型」 

本工事は、受注者の提案・協議により、草地整備の施工過程で自動操舵システムを
搭載し施工する「草地版ＩＣＴ活用モデル工事」の対象工事である。契約締結後、受
注者が希望した場合、施工計画書の提出までに受注者が提案・協議を行い、協議が調
った場合に草地版ＩＣＴ活用モデル工事を実施することができる。なお、草地版Ｉ
ＣＴ活用モデル工事の活用にかかる費用については、設計変更の対象とし、詳細につ
いては特記仕様書によるものとする。 



４．工事費の積算 

該当歩掛は以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

○上記歩掛（標準積算システム）を使用し、直接工事費に積算計上を行うこと。 

○位置補正情報の取得に必要となる GNSS 受信機及びデジタル無線機（移動基地局デジタ

ル無線方式）、配信会社との契約・モバイル接続機器（ネットワーク型 RTK（VRS））等※

の費用については、別途見積を徴収し、諸経費込みで工事価格に一括計上（体系上の

「その他」に計上）すること。 

○見積の依頼先は、原則として当該工事の受注者とする。 

※施工や営農・維持管理段階におけるシェープファイル（shp）の取込や引渡など、農業

農村整備プロセス全体でのデータ活用の推進に必要な費用を含む。 

 

５．施行成績評定 

「北海道請負工事施行成績評定要領」の考査項目『５．創意工夫』のうち「14．ＩＣ

Ｔ（情報通信技術 ）を活用した情報化施工を取り入れた工事 」において評価する。 

 

６．草地版ＩＣＴ活用モデル工事を実施するための使用機器等 

受注者は「自動操舵システム」を搭載した農用トラクタを調達するとともに、補正位置

情報の取得に必要な設備を準備すること。 

なお、ほ場の外周をモニター表示させるため、自動操舵システムに取込むシェープファ

イル（shp）は協議の上、必要に応じて発注者が受注者に貸与すること。 

 

 

コード 名称 備考 

SQA805 除草剤散布_ﾌﾞｰﾑｽﾌﾟﾚｲﾔｰ（ＩＣＴ）  

SQM492 耕起_ﾛｰﾀﾘｰﾃｲﾗｰ直装式（ＩＣＴ）  

SQM494 砕土_ﾛｰﾀﾘｰﾃｲﾗｰ直装式（ＩＣＴ）  

SQM496 土改材散布_ﾗｲﾑｿﾜｰ（ＩＣＴ）  

SQM502 播種施肥（ＩＣＴ）  


